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 近年，建設設計・生産プロセスで 3 次元モデルデータを一元管理する BIM の考え方が世界

で急速に広がりをみせている．アメリカでは産業界とともに，5D モデルを用いて IPD を実

施中であり BIM を積極的に活用している．またヨーロッパでも情報共有システムを構築し，

BIM の導入に積極的であり今後，世界的に普及・発展が予測される．日本でも BIM が今後，

急速に普及・発展していくことが予測される． 

そこで本研究では，今後日本で到来するであろう BIM の導入期・普及発展期に向け，

CALS/EC や建設業界の現状抱えている問題と,設計施工分離発注方式に注目し,BIM 導入にお

けるメリット,デメリットを考察する. 
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1） 背景 

 近年，建設産業界には様々な課題が渦巻いている． 

産業力の指標の一つである労働生産性では，図-1

より製造業等の生産性がほぼ一貫して上昇したのと

は対照的に，建設業の生産性は大幅に低下した．こ

れは主として， 建設生産の特殊性（単品受注生産等）

および就業者数削減の遅れ等によると考えられる．

近年は建設業就業者数の減少もあり，概ね横ばいに

近い動きとなっている．また，図-2 より建設業就業

者数を年齢階層別にみると，若年層の減少が目立っ

ており，相対的に高齢層の割合が高まっている．こ

のような高齢化の傾向は，他産業と比べても顕著で

ある．就業者の高齢化は産業活力の維持，強化の点

で大きな問題であり，また，団塊世代の多数の技術

者，熟練技能者の退職が進行しつつある中で，建設

生産システムの中核をなす技術，技能の継承が当面

の大きな課題である． 

また，日本の首都圏のインフラ施設は，ほぼ完成

されている近年で，表-1より建設後 50 年以上経過し

たインフラ施設の割合は約 20 年後には，ほとんどの

施設で 50％を越え老朽化が危惧されています．また，

国内だけでなく，海外に市場を広げていくことは非

常に重要な課題である．しかしながら，図-3 より日

本企業の海外の受注実績は安定していない． 

これらの課題解決向けた有効策の一つとして，建設

設計・生産プロセスで 3 次元モデルデータを一元管

理する BIM の考え方が世界で急速に広がりをみせて

いる．ヨーロッパでも BIM の導入に積極的であり，

英国では 2016 年に公共工事は BIM が義務化される

予定である．日本でも，①IT インフラの進化．②「透

明性」が要求されてきた．③コストや工期，品質に

関する普遍的な要請に対してのメリット．④フロン

トローディングを効果的にサポートできる．以上の

理由により BIM（Building Information Modeling）が日

本でも今後，急速に普及・発展していくことが予測

される．しかしながら , 建設業界の契約形態

や,CALS/EC の知見を見直さない限り,円滑に BIM を

導入することは困難であると考えられる. 

 

 
 

図-1 労働生産性 1) 
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図-2 建設業就業者の年齢構成の推移 

 

 
 

図-3 海外建設受注実績の推移 3) 

 

 

表-1 建設後 50年以上経過したインフラの割合 4) 

 

 
 

 

2） 目的 

 

本研究では，日本で BIM が導入・普及されていく

際に,障害となると考えられる問題に注目し,過去の

事例を調査する.そして,そこで得られた知見をもと

に,契約形態などの制約と BIM が与える影響を考察

し,建設業に取り入れていくための提案を行うことを

目的とする. 

 

3） 研究概要 

 

（1） BIM5) 

BIM とは，Building Information Modeling の略称で

あり，コンピュータ上に単に 3次元で物体のカタチ

が表現できるというだけでなく，そこで構成される

空間や各部材・機器等に，仕様・性能，コスト等の

属性情報を持たせた建物情報モデルを構築すること

をいう．従来の 3D モデルでは，単なる 3 次元部材に

よる形状の構成であり，そこに存在する情報は形状

と仕上げ・材質のみであった．一方 BIM は，コンピ

ュータの仮想空間上に，実際の建物と同じモデルを

構築し，設計・建設・運用のシミュレーションを行

うことが可能となるものである．また，従来の 3D モ

デルでは不可能であったモデルからの図面や数量の

書き出しも可能となり，かつ，それはモデルと連動

しているため不整合も起こらない．  

以上のように BIM は，この建設モデルを設計から

施工，維持管理に至るまで，建設ライフサイクル全

体で一貫したデータを活用することにより，大きな

効果が得られると言われている．図-4 は左側が BIM

を用いた仮想施工で,右側が実施工である.BIM モデ

ルに作業工程などを付加させることで,工事関係者

との意思疎通や安全確認などが可能になる. 

 

 
 

図-4 BIM使用時における仮想施工と実施工との比較 6) 

 
 

（2） ＢＩＭのメリット 

 

BIM とは設計，施工・維持管理での情報共有・活

用であり導入すると表-2 のメリットが挙げられる． 

 

 

平成２２年度 平成３２年度 平成４２年度

下水道管きょ
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約６０％
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表-2 BIM導入によるメリット一覧 

 

 
 

a) 情報の利活用による設計の可視化 

図面とは，建物を色々な方向や切り口から見て，

平面図，立面図，断面図といった 2 次元の組み合わ

せで表現する手法である．これに対し，BIM は，コ

ンピュータ上に実際の建物を 3 次元で作り上げる手

法．CG と似ているが，見える部分だけをモデル化す

る CG に対し，BIM は壁や天井裏に隠れた柱や梁，

配管や空調ダクト等まで忠実にモデル化出来る．図

-5 は完成した建物の写真であり,図-6 が BIM を使っ

たモデルである.このように,骨組みである鉄筋や配

管なども表現されているため,発注者,施工者,住民と

の合意がとりやすい. 

 

 
 

図-5 実際の外装 7) 

 

 
 

図-6 BIM で作られた建物モデル 7) 

 

b) 設計の最適化（整合性の確保） 

図面を途中で変更すると，関連する他の図面も修

正して整合させる必要があるが，実際にはそこで修

正間違いが起こりがちである．その点，BIM では 3

次元の基データを修正し，図面を描き直すだけで整

合性が自動的に取れるので，チェック作業が大幅に

省力化できる．図-7 は,鉄筋と配管の干渉（不整合）

を BIM の機能にある干渉チェックの図である.この

ように干渉を設計段階で確認できることで,施工時の

設計変更・手戻りをなくすことができる. 

 

 
 

図-7 鉄筋と配管の干渉チェック 

 

 

c) フロントローディング 

フロントローディングとは,設計段階初期に負荷を

かけ（ローディング）,作業を前倒しして進めること

である.BIM を活用しフロントローディングを実施

することで,コストアップの要因となるあらゆる問

題が排除され,生産性の向上が期待される.図-8 はフ

ロントローディングを実施することで,従来の設計

プロセスに比べコストが削減されていることを示し

た図である.  
 

 

   
 

図-8 フロントローディング概念図 

 

 

a 情報活用による設計の可視化

b 設計の最適化による整合性の確保

c フロントローディング

d 維持管理の効率化・高度化

e 構造物情報の一元化・統合化

f 構造解析等高度な技術解析の適用
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d) 維持管理の効率化，高度化 

維持管理において必要なデータ（属性データ等）

を連携させることにより，維持管理の効率化・高度

化が可能となる． 

 

e) 構造物情報の一元化，統合化   

施工時に時間軸と金を追加（4次元・5次元モデル）

するなどの応用し 1 つのモデルに統一することで，

施工計画の最適化，効率的な施工管理， 安全の向上

等が可能となる． 

 

f) 構造解析等高度な技術解析の適用 

BIM データを気流・音・熱環境シミュレーション

などに活用し，更に，合理的構造形式の検証や設備

機器の立体的納まりの検証に展開されている． 

 

（3） BIMの課題 

 

BIMモデルの課題を,大きく３つに分類して考える.

①運用・マネジメントに対しての課題について.②ソ

フト・技術面の課題に対して.③ コスト面の課題につ

いて．これらの課題を表-3 にまとめる.本研究では①

の運用・マネジメントに対しての課題に注目する. 

 現在の日本の契約形態は,設計者と施工者を区別す

る設計施工分離発注が主流である.この場合,設計段

階で施工計画（施工者の意図）を把握することが困

難なため,より活用的なモデルを作成しづらくなって

いる.そのため,フロントローディングによる生産性

向上が望まれない.このように,契約上の問題が BIM

の導入・普及を妨げると予想される. 

図-9に設計施工分離発注の概略図を示す.設計段階

では施工計画（施工者の意図）がわからないため,設

計したモデルは施工段階で利用できるほどの情報を

持ち合わせていない.そのため,従来の2次元図面と同

じように,施工者がモデルを修正する手間が発生す

る. 

 

    表-3 BIM/CIM 導入の課題 

 

 
 

 
 

図-9 設計施工分離発注方式 概略図 

 

設計施工分離発注の問題の解決策として,設計施工

一括発注方式の採用や,海外の契約を参考に IPD の導

入などがあげられるが,契約形態の見直しや,透明性,

公平性の確保といった作業が必要不可欠であり,これ

らの作業は現在進行形で行われている段階である.そ

のため,不完全な契約形態である設計施工一括発注方

式に BIM を導入することは,現段階では賢明ではな

いと考える.したがって,本研究では契約形態変更ま

でに用いられるであろう,設計施工分離発注方式に

BIM を取り入れた際に与える影響を主に考察するこ

ととする.まず,BIM の課題解決には,過去に行われた

生産性向上の取り組みの,CALS/EC を見直すことが

重要であると考える. 

 

4） CALS/ECについて 
 

CALS/EC とは,公共事業支援統合情報システムの

略称であり ,H8 年度に国土交通省を中心に「建設

CALS 整備基本構想」が策定され,従来は紙で交換さ

れていた情報を電子化するとともに,ネットワークを

活用して各業務プロセスをまたぐ情報の共有・有効

活用を図ることにより公共事業の生産性向上やコス

ト縮減を実現するための取り組みである.このプロジ

ェクトでは電子入札の導入や,電子納品のための制度

導入が成果としてあげられているが,電子媒体だけで

は,検査時や現場立会い時などに紙図面が無いと支障

が生じる事があるため,紙と電子の二重提出の要求が

求められることや, 電子情報を施工段階において十

分に活用できていないといった課題も残されている．

これらの課題の対策として,設計から維持管理でど

んな情報が必要なのかを定義することと,その情報

を企業間でやりとり可能な制度・契約の提案が必要

と感じる. 

一方で，同時期に民間の建築現場では，3 次元建築

情報により設計，施工の情報共有を進める BIM が効

果をあげはじめ，国土交通省では営繕工事で BIM の

試行を行うと共に，土木についても CIM と称して開

発に着手した．つまり，BIM/CIM は CALS/EC の延

長線上の取り組みであるが故に,CALS/EC の課題を

解決していかないと BIM の導入でも同じ失敗をして

しまうと考えられる.CALS/ECの知見をふまえて,情

報の活用方法と,設計者,施工者間の情報の共有のた

めの契約形態の変更がネックであると考える. 
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図-10 CALS/EC 概略図 

 

表-4 CALS./EC の有用性 

 

 
 

表-5 CALS/EC の成果と課題 

 

 
 

5） 設計施工分離発注のメリット・デメリット 

 設計施工分離発注における,メリット・デメリット

を表-6,表-7 に示す. 

 

（１）メリット  

 

表-6 設計施工分離のメリット  

 

 
計施工分離発注は,契約において発注者側が立場上

かなり強いと言われているため,発注者の要望が反映

されやすい.また,中小企業の参画が期待されるため,

地域の活性化や適正な入札競争,多くの人手を確保し

やすい.他にも,一部の条件が整うことによって,施工

性を向上させることのできる形態となっている. 

 

（２）デメリット 
 

表-7 設計施工分離のデメリット 

 

 
 

 

これらのデメリットの原因として２つ挙げられる. 

１つ目は発注の流れである.流れとして,まず初め

に工事の予算を見積もるため,設計図を発注者が設計

者に依頼する.そして,それを元に発注者が予算を掲

示し,その後,施工者が決まるといった流れである.こ

れによって,施工者が設計段階に関わることが出来な

くなり,結果として設計・施工の連携した技術採用は

困難になり,設計変更などの手戻りが生じることにも

なる. 

また,戦前は計画から施工まで行っていた発注者が,

工事量の増加により施工をゼネコンに,設計をコンサ

ルタントに外注するようになったため,現場の知識が

低下し,適正な予定価格の設定が出来ているのかとい

う疑問がある.発注者の定めた予定価格より低い金額

でないと受注者は落札できないため,新技術の導入な

どの阻害になっている. 

 
 

 
 

図-11 分離発注の流れ 

 
 

 
 
 
 

 



6 

 

6） 分離発注方式に BIMを導入した際の影響 

 

 BIMを設計施工分離発注方式に導入した際に,起こ

りえるメリット,デメリットを表-6,表-7 を元に考察

し,表-8 に利点と課題を示す. 

 

（１）メリット 

 

3 次元モデルを用いるため,現場知識の少ない住民

や発注者にも 2 次元図面に比べると理解しやすくな

る.そのため,発注者の要望もより反映されやすくな

る. 

構造物を他社と共同で造る際に,工区を区切った場

合,施工方法や図面を共有することで並行作業・共同

作業による生産性向上や,出来上がりの統一感を確保

できる.図-12 は,一本の道路を作る際に A 社・B 社の

施工者に工区別で工事を依頼した場合を想定したも

のである.設計段階で BIM モデルを用いることで,A

社 B 社の情報共有が容易になり施工性が向上する. 

 

 
 

図-12 BIM を用いた仮想施工 

 

BIM を有効的に活用するためには設計段階で負荷

をかけ,施工段階で十分活用できるモデルを作ること

が重要である.現状,設計者は発注者に工事予算のた

めの設計図を求められているため,施工手順などの情

報は乏しいといえる.従って,いざ BIM モデルを作成

するとなっても,設計者には困難な作業となる.この

問題の解決策としては,設計者が人材選択の際に施工

管理技士などの資格を保持していることを条件に加

えることや,設計者が下請けを雇うことで施工知識を

養う方法である.これによって,フロントローディン

グによる生産性が向上する. 

 

（２）デメリット 
 

契約上,設計者・施工者の情報交換が困難であるが,

設計された BIM モデルによって,一部の手戻りなど

の解消や,地域住民との合意形成を図ることができ

る. 

施工者の独自の技術を利用するためには,設計され

た BIM モデルに手直しを加えるか,設計段階で施工

方法をなんらかの形で伝える必要がある. 

 発注者を中心に,設計者に依頼するモデルの精度を

見直す必要がある 

表-8 設計施工分離に BIM を導入するための課題 

 

 
 

7） 産官学 CIMの取り組み 

産官学 CIM とは,産：CIM 技術検討会等 学：土

木学会 官：国土交通省（本省,地方整備局,事務所,

国土技術政策総合研究所）が,「CIM 導入ガイドライ

ンの策定」に向けて,実モデル構築を通じた課題抽出,

対応検討を行うものである. 

 

 
 
図-13 産学官による CIM 構築の位置付け 8) 

 

国道 4 号東埼玉道路 大落古利根川側道橋 

 この工事は,設計施工分離発注方式を採用している.

しかし,進捗状況は設計の段階である. 

 

（１）工事概要 

 

            表-9 工事概要 9） 
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（２）CIM試行の実施方法 
 

１）CIM モデル事業に関する実施計画書の立案 

２）大落古利根川側道橋モデル化 

３）大落古利根川側道橋の配筋モデル化 

４）周辺地形および構造物のモデル化 

５）仮設・施工計画の立案及びモデル化 

６）作図及び図化 

７）属性情報の付与 

８）CIM モデル導入の効果検証 

 

（３）維持管理段階に引き継ぐ情報 
 

本試行では,設計・施工段階で生成される,構造部材

そのものの情報を,属性情報として登録されている. 

 

設計時：設計諸元,部材情報,部材仕様,数量情報 

 →規格,設計条件,部材仕様,施工手順 

 

施工時：品質管理情報,施工方法,監視基準点 

 →品質管理情報,製品情報,橋梁監視基準点情報 

 

（４）CIM活用における業務課題,試行内容, 

活用効果の考察 
 

表-10～表-15,図-14 は,産官学 CIM 国道 4号東埼玉道

路,大落古利根川側道橋レポートから引用したもので

ある.表-16 に利点・課題を示す. 

 
表-10 CIM を用いた設計協議での活用 9） 

 

 
 

 
 

図-14 交差点形状,標識設置位置の確認 9) 

表-11  CIM を用いた設計協議での活用 

 

 
 

 

表-12 CIMを用いた設計協議での活用 9) 

 

 
 

 

表-13 CIM を用いた設計照査 9) 

 

 
 

 

表-14 CIM モデルへの属性付与 9) 
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表-15 CIM を用いた数量算出 9) 

 

 
 

表-16 設計段階 CIM モデル導入利点・課題 

 

 
  

今回の産官学 CIM から,CIM モデルを設計段階から

利用することによる利点・課題が明確になった. 

まず初めに,設計された 3 次元モデルによる図面の

可視化が利点としてあげられる.これによって,設計

図面の不整合をなくすことや,住民や工事関係者への

説明が容易となった.従来の 2 次元図面では完成図を

イメージできない人でも,3 次元にすることで理解し

やすくなり,結果的に合意形成・作業の時間短縮につ

ながる. 

次に属性情報付加による利点もあげる.利点として

は,維持管理における効率化である.各部材の属性情

報を付加していれば,ある 1 つの箇所で不具合が生じ

た時に,その箇所と同じ部材をしようしている箇所を

CIMモデルによって確認しやすくなる.これによって,

より信頼度の高い維持管理を行うことが可能になる.

そして今回は,属性情報を EXCEL データより BIM モ

デルへインポートする手法を用いることで,施工段階

の負荷を減らし,維持管理段階での BIM の活用が期

待されている 

次に数量算出による利点をあげる.CIMモデルから

各部材の数量算出を行うことは容易であるため,設計

変更をした際にも数量を自動的に変更される.従来に

比べると,数量算出にかかる時間を短縮することが可

能になる. 

一方で,CIM の課題もあげられる. 

1 つ目は,モデル作成の難易度が高いこと.数量算出

や干渉チェックを行うには,正確な図面を作成しなけ

れば効果が得られないため,設計者の知識や,能力が

必要となる.また,今回使用したソフトウェアの操作

性,土木専門機能が十分でないと,モデル作成には時

間がかかってしまう.このように,フロントローディ

ングをおこなうことによる,設計段階の負荷をどのよ

うに考えていくかが課題である. 

2 つ目は,CIM モデルを成果品として納品できる制

度が構築されていないことである.電子納品要領等の

改正を行わない限り,3 次元モデルと 2 次元図面の 2

重提出といった,CALS/EC の時と同じ流れになって

しまう. 

3 つ目は,地形モデルの入手である.より正確なモデ

ルを作成する際にはその周辺の詳細な地形モデルが

必要となる.今回の設計では 5m メッシュを使用した

が,国土地理院が保持している 1m,2m メッシュデー

タを利用できればより精度が向上したと考えられる.

しかし,国土地理院のデータには手続きが必要であり

手間がかかる. 

 

（５）課題解決 
 

 設計者のモデル作成の課題であるが,解決策とし

て,2 つ提案したい. 

まず 1 つ目は,モデル作成の作業振り分けの見直し

である.施工から維持管理で必要な精度・属性情報を

定義する.そして,その精度・属性情報のレベルを満た

す CIMモデルの設計を行うことで最小限の負荷でフ

ロントローディングを行うことが可能になる.これに

ついては,現在進められている LOD の研究によって

解消されると考えられる. 

2 つ目は,その工事の施工者に作業工程や属性情報

の付加を施工段階で付加させる方法である.施工段階

で手直しが必要である作業については,施工段階に任

せ,空いた時間を,設計者は環境性能評価などにまわ

す.それにより,工事に対する効果を高め結果的に生

産性を向上させる方法である.図-15 は,設計段階に行

う属性情報付加を施工段階に行うことで,設計段階で

環境性能評価を取り入れることができるといった例

である. 

 

 
 

図-15 課題解決の一例 

 

CIM モデルを成果品としての納品できないといっ

た課題は,現段階では設計施工分離発注を基本として

電子納品要領の改正と納品検査方法の見直しで解決

可能である. 

地形モデルの取得に関しては,今回の施工・維持管

理の結果によって,1m,2m メッシュの検討をする必要

がある.また,国土地理院からデータを取得する手間

と正確な地形モデルを利用した費用対効果の検証が

必要である. 
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8） 提案 
 

CALS/EC の経験,設計施工分離発注の特長,産官学

CIM の試行から得られた知見を元に,今後 BIM を普

及させていくための提案を以下に示す. 

まず初めに CALS/EC の知見から提案を行

う.CALS/EC の課題は,情報の活用方法が曖昧であっ

たことと,企業間の情報共有の欠如である.その結果,

手間をかけて作られたデータ・資料が有効的に使わ

れなかった.原因としては,CALS/EC といった新しい

システムを導入するための準備が整っていなかった

ことがあげられる.例えば,電子化された完成品だけ

では,成果品として納品できないといった状況である.

これらの経験から今後は,BIMとはどのようなモノで,

どんな影響があるのか,情報の利用・管理方法はどう

いったものなのかを定義し,その情報を設計から維持

管理の工程で共有することができる契約形態・制度

の構築が重要であると考える.図-16 のようにメリッ

ト・デメリットや納品方法などを明確にすることが

できれば,上流工程から下流工程まで BIM を浸透さ

せていくことが可能になると考える. 

 

 
 
図-16 BIM 導入の一提案 

 

次に設計施工分離発注方式の知見から提案を行う.

まず設計施工分離発注では,発注者の立場が設計者や

施工者に比べ強いので,発注者が BIM の導入に積極

的になることが第一条件であると考えられる.契約形

態上,設計段階では設計者と施工者の相談は不可能で

あるため,フロントローディングによる生産性向上を

求めるのであれば,設計者が十分な施工性を持ち合わ

せる必要がある.そのためには,人材教育や人材選択

の際に施工管理技士などの資格を保持していること

を条件に加えること,設計者が下請けを雇うなどがあ

げられる.また,施工性のレベルを設定することで,適

正なモデル作成を行うことができる.

 
 

図-17 分離発注における課題解決の一提案 

 

 最後に,産官学 CIM の知見から提案する. 

産官学 CIM の工事は,施工にはまだ至っていないた

め設計段階までに生じた課題に注目し,施工以降の工

程に生じる課題については仮定し考察していく. 

設計業者による試行効果調査票によると,2 次元図面

から 3 次元モデルに変更することで,3 次元可視化協

議や図面の整合性の確保,施工シミュレーションによ

る安全確認などが BIM 導入により効果が得られたと

している.また,属性情報をEXCELデータよりBIMモ

デルへインポートする手法を用いることで,施工段階

の負荷を減らし,維持管理段階での BIM の活用が期

待されている. 

一方では,地形モデル生成で 5m メッシュを使用し

たために,詳細設計レベルとしては精度が不足してい

たことや,3 次元図面を利用した 2 次元図面作成の非

効率性が課題として確認された. 

 課題解決には,BIM ツールの向上と,詳細な地形モ

デルの入手であり,システムベンダーと国土地理院等

の協力が必要不可欠である. 

 

 
 

図-18 産官学 CIM における課題解決の一提案 

 

施工段階では,設計段階で作られた BIM モデルを活

用して工事が進められていくことが予想されるが,設

計されたモデルがどの程度活用できるのかが重要で

あり,今後の BIM ガイドライン作成に大きく関わっ

ていくと考えられる.そして,この試行以降に控えて

いるであろう BIM 導入期に向けて,各社に有用性を

示す機会でもあるため,十分にメリットを示すべきで

ある. 
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9） まとめ 
 

近年,就業者の高齢化や構造物の老朽化による事故

の報道などによって,建設業界は低迷していっている.

しかしながら,女性社員の労働環境の見直しや,BIM

による生産性向上の取り組みによって,業界一丸とな

って前進していこうとしている.そして,その取り組

みと同時期に,東京オリンピックの開催が重なり,よ

りいっそう業界の活躍が期待されている.特に BIM

導入は大きなメリットがあり,成功させるに他ならな

いものである.それには,過去に取り組んだ CALS/EC

や,海外の BIM 事例などの知見を十分に活かすこと

が重要である.現状,情報の活用方法や企業間の制

度・契約形態の変更など様々な課題はあるが,一つ一

つ解決していくことで“生産性向上”という大きな

目的を果たすことができると思う.また,生産性向上

によって若い年齢の就業者も増え,業界全体の活気も

取り戻せると考えられる. 

今回の研究では,CALS/EC の知見,設計施工分離発

注の特徴,産官学 CIM から得た情報を考察し提案を

行ってきた.結果として,BIM とはフロントローディ

ングを行うことによって最も効果が発揮されるもの

であり,設計者と施工者を分離された契約であると十

分にそのメリットを活かせないということがわかっ

た.しかしながら,設計施工分離であっても,発注から

維持管理の各団体の協力や,3 次元モデル作成のルー

ルを定めることによって,生産性向上が見込まれるこ

とが判明した. 

将来的に BIM が活躍していくためには,BIM 普及

過渡期である今こそ一つ一つの課題を解決し、業界

一丸となって努力するべきであると考える. 
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It focused on the front-loading of the BIM / CIM 

A Study on the extraction of issues with the contract form 
 

Okuto Yoshida 

 
In recent years, BIM concept to centrally manage a three-dimensional model data in the construction design and 

production process has shown a rapid spread in the world. Along with the industry in the United States, has been 
actively utilizing BIM is carried out in practice IPD using the 5D model. In addition to build information sharing 
system in Europe, the future is actively involved in the introduction of BIM, worldwide dissemination and 
development is expected. BIM is the future in Japan, it is expected to continue to rapidly spread and development. 
In this study, in the future for the introduction period and spread the development phase of the BIM, which will arrive 

in Japan, and the issues that are facing the current state of CALS / EC and the construction industry, focusing on the 
design and construction separate order system, BIM introduced benefits, consider the disadvantages. 


